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１ 産業振興計画の目指す将来像と構成 

 

“四万十”をまるごと発信・販売 
～“四万十”のブランド力を磨き、余すところなく発信し売り出すことで、市外からお金を稼ぐ「地産外商」を推進～ 

産業振興計画の推進によって目指す将来像（10 年後の成功イメージ） 

■１０年後の市内総生産額1,100 億円以上を目指す 

 
 
 

○各産業分野の取り組みと産業間連携による「地産地消」、「地産外商」の推進によ

り生産額を増加させ、１０年後の市内総生産額1,100 億円以上を目指す。 

 

《参考：平成23 年の市内総生産額 1,053 億円》 

計画全体を貫く目標 ① 

地域資源を活かした産業の力みなぎる四万十市  

産業間連携テーマ：「地産地消の促進」・「地産外商の推進」 
～「地産地消」（地元で購買する、地元企業・地元産品を使うこと）を促進するとともに、豊かな地域資源を組み合わせることで新たな付加価値を生み出す～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農 業 分 野  

 

（目指す姿） 

◆豊かな食を育み、 
地域で暮らし稼げる農業    

 
（数値目標） 

○農業市内総生産額  ○認定農業者数 

 

 H36 【10年後】 

14 億円以上 

【10年後】 

170 人以上 

H31  【5 年後】 

13 億円以上 

【5 年後】 

150 人以上 

【現状（H23）】 

11 億9,000万円 

【現状（H25）】 

127 人 

 

 

（目指す姿） 

◆山で若者が働く、 
 全国トップクラスのヒノキ産地   

 

（数値目標） 

○原木生産量    ○木材・木製品 

           製造品出荷額等 

林 業 分 野 

【現状（H24）】 

47,000㎥ 

【H28年】 

48,501㎥ 

【10年後】 

75,000㎥以上 

【10年後】 

９億円以上 

【H27年】 

8 億5,542 万円 

【現状（H24）】 

7 億5,000 万円 

 

 

（目指す姿） 

◆次世代へつなぐ資源回復と 
 安定し魅力ある水産業   

 

（数値目標） 

○内水面漁業    ○海面漁業 

 漁獲量       漁獲量 

 

 

水産業分野 

【現状（H24）】 

56ｔ 

【H28年】 

37.3ｔ 

【10年後】 

80ｔ以上 

【10年後】 

40ｔ以上 

【H28年】 

17ｔ 

【現状（H24）】 

30ｔ 

 

 

（目指す姿） 

◆地域の誇りが人を誘う、 
 おもてなしの“環光”地   

 
（数値目標） 

○観光入込客数   ○市内宿泊者数 

 

 

観 光 分 野 

【現状（H25）】 

125 万6,000 人 

【H29年】 

119 万3,182 人 

【10年後】 

140 万人以上 

【10年後】 

25 万人以上 

【H29年】 

19 万6,524人 

【現状（H25）】 

21 万1,000人 

 

 

（目指す姿） 

◆顧客に選ばれる商工業と 
 賑わいの創出     

 
（数値目標） 

○小売・卸売業   ○製造品出荷額等 

 年間商品販売額 

 

 

商工業分野 

【H27年】 

690 億7,100 万円 

【10年後】 

850 億円以上 

【10年後】 

100 億円以上 

【H28年】 

129 億7,500 万円 

【現状（H19）】 

798 億1,000 万円 

【現状（H24）】 

92 億8,000万円 

■今後10 年間の人口の社会増減（転入数と転出数の差 

による増減）をプラスにする 
 
 

○産業振興計画の推進により産業力を高め、若者が働ける場を増やす。 

・若者の流出を抑制 

・ＵＩターンの受入れも可能に 

《参考：平成17～25年（年平均）の社会増減 社会減▲139人》 

計画全体を貫く目標 ② 

人口の社会増へ 

商工業・観光をけん引役 

に産業を骨太なものに 

押し上げる！ 

基本戦略①             基本戦略②             基本戦略③             基本戦略④ 

足腰を強め、地力を高める     産業間の連携を強化する      情報発信と外商の強化    産業の担い手、人材の確保・育成 

戦略の加速化 
●シティプロモーションの推進 

●地方創生交付金事業の活用 
●まち・ひと・しごと創生総合戦略策定 
●まち・ひと・しごと創生人口ビジョン策定 
●計画推進体制と支援策の強化 
●県産業振興計画との連携と協働 
●「産・官・学・金・労・言」の連携 
●移住促進による活性化 

2019年には社会増減の均衡を図り、2020年以降は段

階的に社会増となることを目指す 

 

この将来像（成功イメージ）には、「地産地消」（地元で購買する、

地元企業・地元産品を使うこと）を促進し市内における経済の循環を

大きくするとともに、本市が有する豊かな地域資源（山川海すべてそ

ろった豊かな自然環境、優れた農林水産物や加工品、“食”、さらには 

歴史・文化など）を育て、磨き上げ、組み合わせることで新たな付加価値を生

み出し、“四万十”のブランド力を磨き、余すところなく発信し売り出すこと

で、市外からお金を稼ぐ「地産外商」を推進し、競争力があり持続可能な産業

としての力みなぎる四万十市にしていきたいとの思いが込められています。 

【H27】 

20 億円 ※１ 

【H29年】 

137 人 

【5 年後】 

60,000㎥以上 

【5 年後】 

8 億円以上 

【5 年後】 

65ｔ以上 

【5 年後】 

35ｔ以上 

【5 年後】 

130 万人以上 

【5 年後】 

22 万人以上 

【5 年後】 

800 億円以上 

【5 年後】 

95 億円以上 

※平成 27 年度市内総生産額：1,170 億 9,700 万円※１ ※平成 27 年～29 年の平均値：▲47 人 

※１:市内総生産額は、統計年から過去まで遡及して再計算されるため、産業振興計画の基準年（現状値）の数値とずれが生じている。表示値は計画策定時の数値。 

資 料 １ 
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平成27年度 平成26年度 

県内総生産額 ２兆3,997億円（＋3.0％） ２兆3,299億円(＋1.4％) 

総 生 産 額 が

1,000 億円を超

える市町村 

①高知市１兆1,837億円（＋2.7％） 
（※県内総生産の49.4％） 

②南国市 2,027億円（＋6.8％） 

③四万十市 1,171億円（＋4.1％） 

高知市１兆1,523億円（＋1.8％） 
（※県内総生産の49.6％） 

南国市 1,897億円（△0.4％） 

四万十市 1,125億円（△0.7％） 

 
第一次産業 第二次産業 第三次産業 その他 

高知県 
874億3,900万円 

（3.6%） 
3,913億9,600万円 

（16.3%） 
1兆9,022億2,200万円 

（79.3%） 
186億7,800万円 

（0.8%） 

四万十市 
31億9,900万円 

（2.7%） 
137億8,100万円 

（11.8%） 
992億500万円 

（84.7%） 
9億1,200万円 

（0.8%） 

２-１ 四万十市の産業状況等  

≪市町村内総生産額≫                     ※カッコ内の数値は前年比 

≪平成27年度産業別生産額構成比≫    ※平成27年度市町村経済統計。統計値は名目値で表記。 

産業の状況 

109,215 108,522

113,276
112,531

117,097

93,500 93,820 97,012 96,137
99,205

11,937 10,897 12,315
11,995 13,781

3,092 3,096 3,168 3,291 3,199

90,000

95,000

100,000

105,000

110,000

115,000

120,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

百万円
百万円

市内総生産額の推移

総生産額 第3次産業 第2次産業 第1次産業

0.82

0.97 1.11
1.23 1.39 1.54

1.59 1.60 1.62 1.63

0.63

0.76
0.84

0.98
1.13

1.20

1.29 1.31 1.30 1.30

0.65 0.71 0.73 0.72 0.84

1.00 0.99 0.95 0.96 0.90

0.91
1.02

1.29

1.25 1.19 1.19 1.15

0.40

0.90

1.40

1.90

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30/４ H30/５ H30/６ H30/７
年度

有効求人倍率

全国 高知県 ﾊﾛｰﾜｰｸ四万十所 四万十市

有効求人倍率等 

1,544人

1,347人

1,299人

1,320人

1,161人

1,128人

193人104人 65人 90人

15,349人15,559人

15,752人

15,847人

15,919人 16,210人

16,017人
16,191人

16,264人

16,259人

14,500人

15,000人

15,500人

16,000人

16,500人

0人

500人

1,000人

1,500人

2,000人

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30/4 H30/5 H30/6 H30/7

雇用保険関係（ﾊﾛｰﾜｰｸ四万十所管内）

失業給付資格決定数 雇用保険被保険者数

産業振興計画 

◎市内総生産額（市町村経済統計） 

平成26年度 1,125億3,100万円 ⇒ 平成27年度 1,170億9,700万円 1.04倍 

◎製造品出荷額等（工業統計調査 ※１） 

平成26年 107億3,100万円 ⇒ 平成28年 129億7,500万円   1.2倍 

◎卸売・小売業の年間商品販売額（経済センサス活動調査、商業統計調査） 

平成26年 676億4,500万円 ⇒ 平成27年 690億7,100万円   1.02倍 

◎製造業現金給与総額（経済センサス活動調査 ※１） 

平成26年 14億828万円 ⇒ 平成27年 15億2,505万円     1.08倍 

◎農林水産等直販所販売額（高知県の園芸） 

平成26年 11億8,900万円 ⇒ 平成28年 13億30万円      1.1倍 

◎製造業の事業所数・従業員数（工業統計調査 ※１） 

平成26年 事業所 37   ⇒ 平成28年 事業所 49      ＋12事業所 

     従業員 574人 ⇒      従業員 739人    ＋165人 

◎卸売・小売業の事業所数・従業員数（経済センサス活動調査、商業統計調査） 

平成26年 事業所 544   ⇒ 平成28年 事業所 552     ＋８事業所 

     従業員 2,950人 ⇒      従業員 2,941人  ▲９人 
※１:従業員４名以上の事業者が対象 

四万十市の主な統計指標 
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 移住 

相談数 

移住 

世帯数 

H25 66件 
10件 

（17人） 

H26 107件 
6件 

（10人） 

H27 139件 
25件 

（54人） 

H28 192件 
31件 

（47人） 

H29 205件 
29件 

（54人） 

２-２ 四万十市の産業状況等  

人口推移等 

▲5人

▲164人
▲123人

▲174人
▲246人

35,446人
35,019人

34,793人 34,459人
34,088人

35,451人
35,183人

34,916人 34,633人

34,334人

▲300人

▲200人

▲100人

0人

100人

200人

300人

400人

32,500人

33,000人

33,500人

34,000人

34,500人

35,000人

35,500人

36,000人

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

四万十市人口推移
（住民基本台帳10/1基準、H30は9/1基準）

計画との差 人口 総合計画推計人口

247人 250人
231人

268人 261人
205人

467人 487人
546人 509人 522人 524人

▲220人 ▲237人

▲315人

▲241人
▲261人 ▲319人

▲400人

▲300人

▲200人

▲100人

0人

100人

200人

300人

400人

500人

600人

H24 H25 H26 H27 H28 H29

四万十市人口自然増減

出生数 死亡数 増減

1,229人 1,201人 1,185人
1,175人

1,168人 1,210人

1,231人 1,269人 1,124人

1,326人

1,151人
1,218人

▲2人 ▲68人

61人

▲151人 17人 ▲8人

▲200人

▲150人

▲100人

▲50人

0人

50人

100人

1,000人

1,050人

1,100人

1,150人

1,200人

1,250人

1,300人

1,350人

H24 H25 H26 H27 H28 H29

四万十市人口社会増減

転入者 転出者 増減

■アンケート調査の概要 

１ 目的：高等学校卒業予定者に対し、進路や将来四万十市へ帰る意思があるか等を把握し、今後の人口減少対策の基礎データとして活用

する。 

２ 対象者：幡多地域にある高等学校の平成29年度卒業予定者（３年生）全員 

３ アンケート依頼日：平成30年２月13日 

４ 回答者数：585人（中村高校177人､西土佐分校20人､幡多農業高校94人､宿毛高校99人､宿毛工業117人､清水高校48人､大方高校30人） 

市町村別（四万十市285人､宿毛市137人､土佐清水市72人､黒潮町41人､大月町27人､三原村7人､その他16人） 

高校卒業生進路等ｱﾝｹｰﾄ調査 

※各年 1～12 月 

※各年 1～12 月 
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      地方創生推進交付金・産業振興推進総合支援事業活用 

      地方創生推進交付金・産業振興推進総合支援事業活用 

●地域おこし協力隊の配置（西土佐アグリマスター） 

●○新次世代型園芸ハウス整備の検討 

●ぶしゅかんの振興 

 

●栗の産地再生 

 

●有望品目の産地強化 

レンタルハウス・園芸ハウス整備事業、燃料タンク対策事業 

環境制御技術導入加速化事業、野菜価格安定制度 

●集落営農の推進（組織、法人化）等 

集落営農研究会、集落営農支援事業、 

経営所得安定対策、認定農業者制度 

●しまんと農法米の推進 

環境配慮（浅水代掻き、減農薬等）、清流保全 

ଂ○新四万十牛加工販売強化支援（商工分野と連携） 

●集落活動センター、集落の活力づくり事業 

地域のグループとの意見交換会等 

今後の課題など 

・農業後継者の確保 

・担い手への農地集積による経営拡大と効

率化の推進 

・米作から高収益作物への転換 

・集落営農組織の法人化による経営安定 

・ぶしゅかんの産地化及びブランド化 

・栗産地再生化の推進 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 農業分野の取組み（主なもの）  

戦
略
品
目

・
有
望
品
目 

ブ
ラ
ン
ド
化 

生
産
拡
大
等 

集荷・加工場整備 

農福連携、食育 

 

【商工業分野連携】 

・商談会、販促フェア 

・地産地消 

・外商活動 

・食肉センター整備 

・PR、ブランド化 

など 

【観光分野連携】 

・観光体験メニュー 

・PR、ブランド化 

など 

 

栽
培
技
術
の
向
上
等 

担
い
手
の
確
保
育
成

・
労
働
力
確
保 

農
地
の
利
用
促
進 

産
地
と
し
て
の
維
持

・
強
化 

 
 

地
元
農
畜
産
物
の 

 
 

利
用

・
販
売
促
進 

苗
木

・
鳥
獣

害
対
策
補
助 

○新平場での栽培支援等 

作業支援・選果機導入 

出荷基準・栽培履歴の整備、PR ｲﾍﾞﾝﾄ 

CM、県外料理店へのサンプリング営業 

販売促進、外商活動 

集
出
荷
支
援 

無料職業紹介所、農作業支援隊、農福連携、新規

就農研修支援事業、農地・ハウス等の斡旋、移住

就農者の誘致、中山間農業複合経営拠点整備事業 

農業基礎講座、目慣らし会、現地検討会、先

進地視察、篤農家等による訪問指導、浅水代

掻き講習会、地域クラスター育成セミナー 

戦略１ 
戦略３ 

戦略２ 

産
地
維
持

・
強
化 

地
域
産
品
の
利
用 

と
販
売
促
進 

ブ
ラ
ン
ド
化 

40010 日ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、商標登録 

ノベルティマーケティング、食味コンテスト 

地
元
消
費
拡
大

・
地
産
外
商
推
進 

戦略４ 

農地中間管理事業、農業委員等の農地利用最適化、

ほ場整備、耕作放棄地の再生、中山間地域等直接支

払制度、多面的機能支払制度、鳥獣被害対策 

【有望品目】 
中 村：生姜､トマト､ピーマン､大葉､

ぶしゅかんほか８品目 
西土佐：米ナス、ナバナ、アロエ、イ

チゴ、柚子ほか８品目 

農産物直販所、道

の駅、ＪＡ、地元

小売店、学校給

食、地産地消フェ

ア、商談会、首都

圏フェア、ふるさ

と納税返礼品登録 

20 億 1,200 万円（H23） 

⇒20 億円（H27）

農業市内総生産額 

127 人（H25）⇒137 人（H29）

認定農業者数 

11 億 5,600 万円（H25） 

⇒13 億 300 万円（H28）

農林水産等直販所
販売額 1.20ha

2.77ha

6.15ha

0.9ha

4.9ha 7.7ha 9.7ha

39.5ha
41.8ha

43.9ha 45.8ha
42.5ha

42.5ha
42.5ha 42.5ha

15.1t

22.1t
26.1t

29.6t

4.92t
11.94t

23.3t

13.0t
16.0t

22.0t
18.0t

0.0t

5.0t

10.0t

15.0t

20.0t

25.0t

30.0t

35.0t

40.0t

45.0t

50.0t

0.00ha

5.00ha

10.00ha

15.00ha

20.00ha

25.00ha

30.00ha

35.00ha

40.00ha

45.00ha

H26 H27 H28 H29

戦略品目等の生産量等

四万十農法米栽培面積 ぶしゅかん新植面積 栗栽培面積 ゆず栽培面積

栗生産量 四万十農法米生産量 ぶしゅかん生産量

ゆず生産量:445.0t
310.0t 486.0t

384.0t
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      地方創生推進交付金事業活用 

 

●高知大学連携事業             ●スジアオノリ自然栽培推進事業 

スジアオノリ、アユ関連調査・調査報告    浮かし網による四万十川での自然栽培 

●アユの産卵場、スジアオノリ漁場整備等 

●アユ冷水病調査 

●アオサ環境調査 

●内水面及び沿岸資源の種苗放流 

●○新てながえび類の禁漁期間設定 

●各禁漁期間の周知 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４ 林業・水産業分野の取組み（主なもの）  

47,000㎥（H24） 

⇒57,146㎥（H28）

今後の課題など 

・林業従事者、狩猟者の高齢化及

び新規担い手の確保 

・長伐期施業方針の確立とブラン

ド化 

・新たな森林管理システムの導入 

市
産
材
の
利
用
促
進 

●市産材利用促進事業 

●ヒノキの家宿泊体験等 

●公共建築物で木材利用 

●林地残材の搬出促進 

●四万十ﾋﾉｷﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化推進協

議会 

●四万十ヒノキ PR 

幡多山もりフェス 

高知もくもくランド 

 

 

●あゆ市場へ地域おこし協力隊配置 

あゆの燻製開発 

●鮎のコンフィ開発・販売 

（ＣＦ活用） 

●築地へアユの活魚発送 

●ふるさと納税・道の駅 

サイトで販売 

【商工業分野連携】 

・外商活動 

・ふるさと納税 

・道の駅と連携 

・PR、ブランド化 

など 

 

 

 

【観光分野連携】 

・観光誘客 

・観光体験メニュー 

・食の魅力を活かし

た地域振興事業 

・PR、ブランド化 

など 

 

利
用
促
進

・
販
売
力
強
化

・ 

ブ
ラ
ン
ド
化 

産
地
づ
く
り

・
施
業
の
効
率
化
等 

林
業
事
業
体

・
担
い
手
の
確
保
育
成 

●緑の雇用事業 

●高性能林業機械整備及び導

入・地域林業総合支援事業 

●担い手育成・林業技術取得講

習会 

●森林・山村の多面的機能発揮

対策交付金事業 

●環境林整備事業 

●○新県立林業大学校との連携 

●特用林産物生産支援等 

フェア等での販促 

●鳥獣被害対策 

新規狩猟者確保 

有害鳥獣の捕獲 

●協働の森づくり事業 

森林整備、間伐体験 

水
産
資
源
の
回
復

・
生
産
Ｕ
Ｐ 

●川漁体験 

●水辺の楽校 

●川ガキ体験 

●放流体験 

●稚魚生息場所整備 

四
万
十
の
山
づ
く
り 

戦略１ 

供
給
体
制
の
強
化 

戦略２ 戦略３ 

●提案型集約化施業の推進 

●森林整備地域活動支援交

付金 

●森林経営計画の作成促進 

●長伐期施業の推進 

●市有林整備事業 

●緊急間伐総合支援事業 

●ふるさと暮らし支援事業 

●鳥獣被害対策(防護柵等) 

健
全
な
森
づ
く
り 

戦略４ 

●幡多流域林業活性化センター

での連携 

 

水
産
物
の
加
工
・ 

販
売
促
進 

戦略１ 

漁
場
環
境

・
資
源
量
の
調
査
研
究 

生
育

・
漁
場
環
境
の
保
全
と
整
備
等 

戦略２ 

水
産
資
源
を
活
用 

 
 

し
た
交
流
の
拡
大 

戦略３ 

漁
協
の
販
売
力
強
化 

新
商
品
開
発
と
磨
上
げ 

地
元
消
費
拡
大

・
地
産
外
商
推
進 

道の駅、地産地消フェア、

物産展、ふるさと納税返礼

品登録 

体
験
交
流
の
推
進 

原木生産量 

７億 5,000 万円（H24） 

⇒８億 5,542 万円（H27）

木材・木製品製造品
出荷額等 

3,586ha（H26） 

⇒3,046ha（H29）

森の工場認定面積 

56.0ｔ（H24） 

⇒37.3ｔ（H28）

内水面漁業漁獲量 

30.0ｔ（H24） 

⇒17.0ｔ（H28）

海面漁業漁獲量 

0.0ｔ（H28） 

⇒0.05ｔ（H29）

ｽｼﾞｱｵﾉﾘ自然栽培生産量 今後の課題など 

・資源管理と資源確保の両立 

・安定した漁獲量の確保 

・スジアオノリ自然栽培事業の生産体制の安定

化及び強化 
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  地方創生推進交付金・産業振興推進総合支援事業活用 

●新商品の開発等 

道の駅 

地域商品研究会 

各事業者 

地域おこし協力隊 

産業振興推進総合支援事業 

食文化磨き上げ研究会 

●ＨＡＣＣＰ対応 

●食品表示研修会等への参加 

●○新新食肉センター整備の検討 

●地震防災対策における建設事業の推進 

●企業誘致対策（企業訪問、活用できる既存施設の調査等） 

●コールセンター等立地促進事業 

●次世代型ハウスの企業誘致 

（農業分野連携） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５ 商工業分野の取組み（主なもの）  

地産地消 

地
元
消
費
フ
ェ
ア 

地
産
外
商
活
動

・
販
路
拡
大 

ଂ商談会 

首都圏等での商談会 

●販促フェア 

土佐ふるさとまつり 

枚方市物産展 

大丸フェア 

四万十フェア・幡多バル 

台湾フェア 

●道の駅の外商活動 

●道の駅ｻﾃﾗｲﾄｼｮｯﾌﾟ 

●幡多広域地産外商協議会 

顧
客
に
選
ば
れ
る
商
工
業
の
振
興 

●ロゴマークを使用

した販促ツールを

活用した一体感の

ある PR 

●ロゴマーク入りテ

ープで梱包した商

品の発送 

●ふるさと納税ポー

タルサイト等での

PR 

※ふるさと納税額 

H26:  1,405万円 

H27:  5,433万円 

H28:  6,931万円 

H29:2億2,542万円 

 

戦略１ 

商
品
の
開
発

・
磨
き
上
げ
等 

テストマーケ 
ティング等 

販
売
拠
点
づ
く
り ●道の駅地域創造事業 

●○新四万十牛加工販売強化支援 

●地域おこし協力隊事業 

●地域グループとの意見交換

（東富山地域） 

地産外商 

中
心
市
街
地

・ 
  

商
店
街
の
活
性
化  

戦略２ 

中
山
間
地
域
の 

商
業
機
能
確
保 

企
業
誘
致 

戦略４ 

●商店街活性化モデル事業 

●商店街活性化補助金 

（夜市、納涼祭） 

●旧土豫銀行跡地開発 

●東下町会館改築検討 

●チャレンジショップ事業 

●空き店舗対策事業 

ଂ○新中心市街地活性化計画(仮称)の策定 

●文化複合施設整備 

経
営
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
強
化 

事
業
者
の
育
成

・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ 

戦略３ 

●産業祭 

●うまいもの商店街 

●道の駅のフェア など 

●産業振興推進総合支援事業（３施設整備） 

●地域商品研究会 

●商工業者経営改善普及事業 

●中小企業振興資金貸付金 

【地域商社】 
しまんと百笑カンパニ㈱ 

㈱西土佐ふるさと市 

今後の課題など 

・道の駅の独立自営に向けた改革 

・中心市街地の空洞化対策 

・誘致企業とのマッチング作業 

798 億 1,000 万円（H19） 

⇒690 億 7,100 万円（H27）

小売・卸売業 
年間商品販売額 

92 億 8,000 万円（H24） 

⇒129 億 7,500 万円（H28）

製造品出荷額等 

4,725 人/日（H22-26 平均） 

⇒5,878 人/日（H29）

商店街通行者数 
（平日） 0人

5,000人

10,000人

15,000人

20,000人

25,000人

30,000人

5,000千円

10,000千円

15,000千円

20,000千円

25,000千円

30,000千円

４月５月６月７月８月９月10月11月12月１月２月３月

道の駅よって西土佐売上額及び来場者数

売上額 平成28年度 売上額 平成29年度

来場者数 平成28年度 来場者数 平成29年度

●来場者数（レジ通過者） 

 平成28年度 214,190人 

 平成29年度 189,536人 

●売上額 

 平成28年度 2億654万円 

 平成29年度 1億8,444万円 

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進 ペットフード

(新商品開発) 

※来場者数はレジ通過者の数 
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     地方創生推進交付金の活用 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 観光分野の取組み（主なもの）  

 

観
光
リ
サ
ー
チ 

●観光動向調査（観光協会） 

観光案内所 

佐田沈下橋 

入込客集計 

宿泊・観光施設調査 など 

●県外旅行業者・学校への誘致

活動 

●観光拠点整備事業（H29） 

 

かわらっこバンガロー４棟 

ホテル星羅四万十改修 

●ｻｲｸﾙﾛｰﾄﾞ整備ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

 

●為松公園・資料館整備 

●入田ヤナギ林整備 

滞
在
型
の
観
光
地
づ
く
り 

戦略１ 

観
光
商
品
の
外
商
の
推
進 

 

戦略２ 

お
も
て
な
し
の
向
上 

戦略３ 

組
織
力
の
強
化
と
観
光 

 

リ
ー
ダ
ー
の
発
掘

・
育
成 

観
光
商
品
の
開
発 

磨
き
上
げ
等 

ハ
ー
ド
整
備 

ଂ２次交通の充実 

四万十川バス、しまんとトロ

リーバス、しまんとあしずり

号、おもてなしタクシー、レ

ンタサイクル 

ソ
フ
ト
事
業 

地方創生拠点整備交付金活用 観
光
商
品
セ
ー
ル
ス 

情
報
発
信 

企業版ふるさと納税活用 

●国内外での商談（観光協会等） 

ଂ観光大使事業 

●観光イベントの実施 

入田ヤナギ林菜の花まつり 

着物で街歩きプラン 

土佐の小京都中村 550 年祭 

２リバービューライド 

志国高知幕末維新博 

○新リバーフェスティバル 2018 

 

その他市内各イベントへ誘導 

●リピーターバッジの配

布 

●しまんとエゴバッグの

作製・販売 

ଂ市ロゴマークを活用し

た PR 

ଂふるさと納税ポータル

サイト等を活用した

PR 

ଂ四万十市 PV で国内外

へ情報発信 

戦略４ 

●観光人材の育成等 

体験型観光受入研究会 

観光ガイド養成講座 

体験型観光の研修会 

観光振興・地域活性化 

事業 

西土佐観光推進協議会 

幡多広域観光協議会 

地方創生推進交付金活用 

産業振興推進総合支援事業活用 

●滞在型観光商品づくり 

体験型観光受入研究会 

自然を生かした商品の造成 

●観光商品の磨き上げ 

食文化磨き上げ研究会 

今後の課題など 

・通年型･滞在型の観光商品づくり 

・インバウンド対応の充実 

・セールスプロモーションの強化 

・２次交通の充実 

●教育旅行 

・体験プログラムの造成、磨き上げ 

・体験プログラムの受入れ家庭拡大 

・セールスプロモーション及び広報 PR 

                など 

●スポーツツーリズム 

・誘客力の高い体験商品等の造成、磨き

上げ及び旅行商品化 

・合宿等の受入体制の構築、強化 

・旅行会社、学校等へセールスプロモー

ション            など 

ଂ一般旅行 

・誘客力の高い体験商品等の造成、磨き

上げ及び旅行商品化 

・旅行会社向けセールスプロモーション 

・広告によるプロモーション 

・Web、SNS での誘客      など 

ଂ国際観光 

・誘客力の高い体験商品等の造成、磨き

上げ及び旅行商品化 

・旅行会社向けセールスプロモーション 

・Web 予約による誘客促進 

・HP、パンフレット、マスコミ 

自
然
を
生
か
し
て
外
貨
を
稼
ぐ
！ 

125 万 6,000 人（H25） 

⇒119 万 3,182 人（H29）

観光入込客数 

21 万 1,000 人（H25） 

⇒19 万 6,524 人（H29）

市内宿泊者数 

119,577 件（H26） 

⇒141,183 件（H29）

四万十市観光協会 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱｸｾｽ数 

四
万
十

・
足
摺
エ
リ
ア
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
広
域
観
光
推
進
連
携
事
業 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進 

694人
1,341人

1,971人 3,633人
4,122人

7,883人 5,718人 5,896人
6,311人 6,955人

1,256,418人
1,182,003人 1,173,511人 1,185,968人 1,193,182人

210,761人

199,419人 213,316人 210,101人 196,524人

190,915人

172,370人 189,788人 185,492人 174,927人

0人

2,000人

4,000人

6,000人

8,000人

10,000人

12,000人

14,000人

800千人

900千人

1,000千人

1,100千人

1,200千人

1,300千人

1,400千人

1,500千人

1,600千人

1,700千人

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

観光動向

外国人観光客数 二次交通利用者数 観光入込客数 市内宿泊者数 公共観光施設等利用者数


